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白
い
砂
浜
が
一
キ
ロ
も

続
き
ま
す
。

遠
浅
で
波
は
穏
や
か
。

岸
辺
に
は
松
に
似
た
葉

を
つ
け
る
木
麻
黄(

モ
ク

マ
オ
ウ)

や
照
葉
木(

テ
リ

ハ
ボ
ク)

が
広
い
木
陰
を

作
っ
て
い
る
。

岬
の
先
の
ボ
ー
ト
は
ダ

イ
ビ
ン
グ
の
為
の
船
だ
ろ

う
か
。
マ
ン
タ
に
会
え
る

ス
ポ
ッ
ト
だ
そ
う
だ
。

静
か
な
砂
浜
を
渚
に
沿
っ

て
歩
い
て
い
る
と
、
一
、

二
セ
ン
チ
の
ヤ
ド
カ
リ
が

一
斉
に
動
き
出
し
た
。
そ

し
て
砂
浜
の
穴
に
潜
り
込

ん
だ
。

西
向
き
の
こ
の
底
地
ビ
ー

チ
に
座
れ
ば
、
都
会
の
喧

噪
を
忘
れ
て
、
東
シ
ナ
海

に
沈
む
夕
陽
を
眺
め
な
が

ら
静
か
に
語
ら
う
こ
と
が

出
来
る
。

底
地

(

す

く
じ)

ビ
ー
チ

沖
縄
県
石
垣
市
川
平二〇

二
一
年
十
一
月
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底
地
ビ
ー
チ

民
族
自
決
と
レ
ー
ニ
ン

第
一
次
世
界
大
戦
中
の

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革

命
中
、
レ
ー
ニ
ン
率
い
る

ロ
シ
ア
共
和
国
政
権
は

｢

無
賠
償･
無
併
合･

民
族

自
決｣

に
基
づ
く
即
時
講

和
を
交
戦
国
に
提
案
。

｢

全
て
の
民
族
は
平
等
で
、

民
族
は
自
ら
の
運
命
を
自

ら
決
す
る
べ
き｣

と
い
う

の
が
社
会
主
義
の
大
義
。

実
際
、
ブ
レ
ス
ト
＝
リ

ト
フ
ス
ク
条
約
で
、
ロ
シ

ア
は
第
一
次
世
界
大
戦
か

ら
離
脱
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

バ
ル
ト
三
国
、
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立

に
繋
が
っ
た
。

そ
の
後
、
ソ
連
の
ロ
シ

ア
共
和
国
か
ら
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

等
が
十
五
の
共
和
国
と
な

り
、
ソ
連
の
崩
壊
後
独
立
。

中
国
の
西
域
で
は

一
方
、
中
国
は
ど
う
か
。

西
域
、
チ
ベ
ッ
ト
、
内
モ

ン
ゴ
ル
等
に
は
漢
民
族
と

は
異
な
る
言
語
、
宗
教
を

も
つ
民
族
が
暮
ら
す
。

ウ
ィ
グ
ル
で
は
子
を
親

か
ら
離
し
中
国
語
教
育
。

｢

夫
は
強
制
収
容
所
。
妻

と
子
供
の
家
庭
に
中
国
共

産
党
員
の
漢
民
族
男
性
が

送
り
込
ま
れ
擬
似
的
家
族

生
活｣

と
云
う
報
道
が
テ

レ
ビ
や
下
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
あ
っ

た
。他

の
記
者
ま
で
再
入
国

を
拒
否
さ
れ
る
の
を
恐
れ
、

新
聞
社
は
こ
う
い
う
報
道

は
余
り
流
さ
な
い
。

国
連
は
一
九
四
八
年

｢

世
界
人
権
宣
言｣

を
決
議
。

中
国
は
そ
れ
を
認
め
て
国

連
に
参
加
。
人
権
宣
言
を

中
国
が
忠
実
に
守
っ
て
い

る
か
ど
う
か
は
国
際
問
題
。

内
政
干
渉
と
云
う
の
は
あ

た
ら
な
い
。

中
国｢

共
産
党｣

と
云
う

が
、
社
会
主
義
、
共
産
主

義
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
無

い
の
で
は
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

中国の人権問題は内政問題ではすまない
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